
授業科目 保健医療福祉特論
【担当教員名】

岩崎浩三，熊谷秀子，荒川正昭，和唐正勝，宮坂道夫，大田仁史，中田カ
【＜概要＞又は＜一般目標： GIO>】

保健・医療・福祉分野において、長い経験を持つ専門家による講義を通じて、各自の将来の専門職としての発展のために、その分野の諸課題
を理解する。

< ー一麟一ー
対象学科

必修・選択

時間数

理学・作業言語・栄養・スポ’・社会・看護

選且!
15 

＜行動目標： SBO>】

・講義内容について、その時代的背景、考えの内容、受講者へのメッセージを列記できる。

・講演内容を、自分自身に関連づけて述べられる。

・講演内容を自らの地域に関連づけて述べられる。

回

数 授業計画又は学習の主題

①I保健医療福祉専門職とターミナルケア ： 6月8日（木） 5限
人は必ず死ぬ。避けることができない終末期、あるいは緩和ケアを必要とする人のQOLを高
めるには、医療・看護・栄養・ソーシャルワークに携わる保健医療福祉専門職が、それぞれど
のようにかかわるかことができるかについて、考える。

② |「健康づくり」って何？ ： 6月10日（土） 2限

平成15年5月施行された健康増進法には、第三条に「国民の責務」として「自らの健康状態
を自党するとともに健康の増進に勤めなければならない」とあります。その真意は「健康に対
する自己責任」 （健康づくり）です。

健康づくりについて理解を深め、学生生活に役立つ実践方法をお伝えします。

SBO 

番号l学習方法・学習課題又は備考・担当教員
講師名（所属） ＊敬称略

①岩崎浩三
（新潟医療福祉大学大学院医療福祉
学研究科）

②熊谷秀子
（新潟県栄養士会）

③ I保健•福祉・医療に求められるもの 一この分野をめざす若者に期待する一： 6月17 日（土） 2~ ③荒川正昭
保健•福祉・医療の仕事は、多くの専門職種の人達のチームワークで成り立っている。それ 1 （新潟県健康づくり・スポーツ医科学雰9霜話雲雷翌醤悶忠響讀雷翌9昇零悶~'12,センター）

。⑤⑥⑦|｀こ二

④和唐正勝
（新潟医療福祉大学健康スポーツ学
科）

⑤宮坂道夫
（新潟大学医学部保健学科）

⑥大田仁史
（茨城県立健康プラザ）

⑦中田カ
（新潟大学脳研究所統合脳機能研究セ
ンター

く発行年・価格•その他＞

【評価方法】 【履修上の留意点】

出席点（毎回授業終了時にレポートを提出する） 1 履修者が多い場合には受講者数を限定する可能性があります
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